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１．学会発表 

発 表 日 2017/04/20 

演 者 名 栗原直人 

演 題 名 80 歳以上の高齢者胃癌に対して胃全摘手術症例の検討ーDPC データ、DWH を用いた分析 

学会名等 第 103 回日本消化器病学会総会 

開 催 地 東京 

 
 

発 表 日 2017/04/21 

演 者 名 福本桂資郎 

演 題 名 
高齢者膀胱癌に対する術前化学療法および膀胱全摘除術のあり方～長期成績と周術期合併症発生

率の検証～ 

学会名等 第 105 回日本泌尿器科学会総会 

開 催 地 鹿児島 

 
 

発 表 日 2017/04/28 

演 者 名 下田啓文 

演 題 名 肝部分切除後肝再生を促進する新規生体由来肝臓骨格素材の有用性の検討 

学会名等 第 117 回日本外科学会定期学術集会 

開 催 地 横浜 

 
 

発 表 日 2017/05/16 

演 者 名 Keishiro Fukumoto, Nozomi Hayakawa 

演 題 名 
Programmed cell death-1 expression in BCG relapsing tumors is significantly associated with 

stage progression in non-muscle invasive bladder cancer patients 

学会名等 the 2017 Annual Meeting of the American Urological Association 

開 催 地 Boston 

 
 

発 表 日 2017/05/20 

演 者 名 
佐々木康裕、佐々木裕伸、加藤昊、小林正敬、三宅弘恭、日比朝子、松田英士、木村裕子、柳川

達生 

演 題 名 SGLT2 阻害薬の有効性と血清 Mg 濃度との関連について 

学会名等 第 60 回日本糖尿病学会年次学術集会 

開 催 地 名古屋 

 
 

発 表 日 2017/05/27 

演 者 名 飯田修平、柳川達生、栗原直人、小谷野圭子、金内幸子 

演 題 名 医療への総合的質経営（TQM）の導入における問題と対策 

学会名等 日本品質管理学会 第 113 回研究発表会 

開 催 地 東京 
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発 表 日 2017/05/27 

演 者 名 栗原直人、金内幸子、小谷野圭子、柳川達生、飯田修平 

演 題 名 多職種相互理解を重視した医療連携の取り組み 

学会名等 日本品質管理学会 第 113 回研究発表会 

開 催 地 東京 

 
 

発 表 日 2017/05/27 

演 者 名 小谷野圭子、金内幸子、飯田修平 

演 題 名 注射三点認証の確実な実施に向けて 

学会名等 日本品質管理学会 第 113 回研究発表会 

開 催 地 東京 

 
 

発 表 日 2017/05/27 

演 者 名 栗原直人、金内幸子、小谷野圭子、柳川達生、飯田修平 

演 題 名 多職種相互理解を重視した医療連携の取り組み 

学会名等 日本品質管理学会 第 113 回研究発表会 

開 催 地 東京 

 
 

発 表 日 2017/06/04 

演 者 名 
柳川達生、三宅弘恭、伊藤鹿島、佐々木康裕、木村裕子、松田英士、日比朝子、中尾英一、豊田

丈夫、加藤昊 

演 題 名 糖尿病発症要因の検討 -練馬総合病院特定健康診査受診者での検討- 

学会名等 第 24 回練馬医学会 

開 催 地 東京都 

  

発 表 日 2017/06/22 

演 者 名 深川真吾 

演 題 名 人工膝関節全置換術後感染による異所性骨化のための関節拘縮を来した一例 

学会名等 第 9回日本関節鏡・膝・スポーツ整形外科学会 

開 催 地 札幌 

  

発 表 日 2017/06/30 

演 者 名 栗原直人 

演 題 名 

"東京地区多施設共同調査による Helicobacter pylori 一次・二次除菌率の経年変化、ペニシリン

アレルギー症例のボノプラザンを含む除菌治療成績東京地区多施設共同調査、ボノプラザンを用

いた H.pylori 三次除菌療法の有用性東京都内多施設検討 

学会名等 第 23 回ヘリコバクター学会学術集会 

開 催 地 函館 
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発 表 日 2017/07/06 

演 者 名 小谷野圭子、飯田修平 

演 題 名 院内死亡全症例の把握に関する取り組み 

学会名等 第１９回日本医療マネジメント学会学術総会 

開 催 地 仙台 

 
 

発 表 日 2017/07/07 

演 者 名 柳川達生 

演 題 名 教育セミナー RCA(根本原因分析)の概要、RCA の実際-事例解析 

学会名等 第 19 回日本医療マネジメント学会 

開 催 地 仙台 

 
 

発 表 日 2017/07/13 

演 者 名 栗原直人、筒井りな、松浦芳文、飯田修平、知念克也 

演 題 名 管状癌の 2例 

学会名等 第 25 回日本乳癌学会学術総会 

開 催 地 福岡 

 
 

発 表 日 2017/07/26 

演 者 名 早川望、福本桂資郎、栗原直人 

演 題 名 ＣＡ125 高値を示した plasmacytoid like urothelial carcinoma の一例 

学会名等 第 26 回日本がん転移学会学術集会 

開 催 地 大阪 

  

発 表 日 2017/08/03 

演 者 名 早川望 

演 題 名 "Abstract Moderated Poster 4（Bladder cancer and transitional cell carcinoma) 

学会名等 2017 アジア泌尿器科学会 

開 催 地 香港 

  

発 表 日 2017/08/26 

演 者 名 宮坂維、青柳京子、佐藤弘、遠藤友夏、金内幸子 

演 題 名 
"①疑義照会の業務負担軽減と返答所要時間の変化 

②疑義照会返答後の院内処理を確実に行うための業務フローの整備" 

学会名等 日本病院薬剤師会関東ブロック第 47 回学術大会 

開 催 地 前橋 

 

 



平成 29 年度業績集（学会発表）     4/14  
発 表 日 2017/09/08 

演 者 名 柳川達生 

演 題 名 RCA（根本原因分析）を体験しよう 

学会名等 第 59 会全日本病院学会 

開 催 地 金沢 

 
 

発 表 日 2017/09/08 

演 者 名 田中誠治、金尾裕之、林田愛唯、清水謙一、田邊清男 

演 題 名 
他院で偽閉経療法後にＴＬＨを予定していたが５～６コース終了後に殆ど縮小が認められず当院

に紹介になった４症例の検討 

学会名等 第５７回日本産婦人科内視鏡学会学術講演会 

開 催 地 岡山 

 
 

発 表 日 2017/09/08 

演 者 名 田中誠治、金尾裕之、林田愛唯、清水謙一、田邊清男 

演 題 名 
TLH 困難症例への当院での対応。1700ｇ以上の４症例の検討。大きな子宮の TLH を安全かつ迅速

に行うためのポイント及び回収方法の比較検討。 

学会名等 第５７回日本産婦人科学会学術集会 

開 催 地 岡山 

 
 

発 表 日 2017/09/09 

演 者 名 金内幸子、加藤晶子、小谷野圭子、飯田修平 

演 題 名 業務フロー図の活用ー注射薬業務工程の安全面からの分析ー 

学会名等 第 59 回全日本病院学会 in 石川 

開 催 地 金沢 

  

発 表 日 2017/09/09 

演 者 名 斉藤千絵、岸貴美子、田口幸子 

演 題 名 手術室での安全な抗癌剤取扱い方法の確立を目指して 

学会名等 第 20 回北日本看護学会学術集会 

開 催 地 山形 

  

発 表 日 2017/09/09 

演 者 名 
栗原直人、嶋原澄恵、内野仁美、亀山恵美、菅原喜美恵、金内幸子、小谷野圭子、柳川達夫、飯

田修平 

演 題 名 在宅医療・介護を支える多職種と病院との医療連携強化の取り組み 

学会名等 第 59 回全日本病院学会 

開 催 地 金沢 
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発 表 日 2017/09/09 

演 者 名 田中誠治、金尾裕之、林田愛唯、清水謙一、田邊清男 

演 題 名 
他院において開腹、膣式アプローチで断念された巨大頚部筋腫を腹腔鏡の深部到達能を生かしＬ

Ｍで治療し得た一例 

学会名等 第５７回日本産婦人科内視鏡学会学術講演会 

開 催 地 岡山 

 
 

発 表 日 2017/09/09 

演 者 名 小谷野圭子、髙梨徹雄、金内幸子、飯田修平 

演 題 名 持参薬情報を医事システムに効率的に登録する仕組みの構築 

学会名等 第５９回全日本病院学会 

開 催 地 石川 

 
 

発 表 日 2017/09/09 

演 者 名 小林裕子、小谷野圭子、堀裕士、野村繁之、加藤晶子、佐藤松子、飯田修平 

演 題 名 抑制データベース作成による業務効率化と情報活用 

学会名等 第５９回全日本病院学会 

開 催 地 石川 

 
 

発 表 日 2017/09/09 

演 者 名 野村繁之、金内幸子、堀裕士、中山智裕、小谷野圭子、飯田修平 

演 題 名 院外処方せん検査値記載の取り組み 

学会名等 第 59 回全日本病院学会 

開 催 地 石川 

  

発 表 日 2017/09/12 

演 者 名 栗原直人 

演 題 名 がんと診断されたら～がんとつきあうための知識～ 

学会名等 敬老の日講演会 

開 催 地 東京 

  

発 表 日 2017/09/12 

演 者 名 渡邊 輝子 

演 題 名 がんの痛みを緩和するために 

学会名等 敬老の日講演会 

開 催 地 東京 
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発 表 日 2017/09/12 

演 者 名 平瀬 陽子 

演 題 名 抗がん剤治療を安心して受けるために 

学会名等 敬老の日講演会 

開 催 地 東京 

 
 

発 表 日 2017/09/30 

演 者 名 
常松大帆、栗原直人、加藤ハオ、松田英士、佐々木康裕、木村裕子、細川恭佑、下田啓文、山田

暢、松浦芳文、飯田修平 

演 題 名 EBvirus 感染に関連した急性胆嚢炎の 1例 

学会名等 日本消化器病学会関東支部第 346 回例会 

開 催 地 東京 

 
 

発 表 日 2017/10/12 

演 者 名 栗原直人 

演 題 名 80 歳以上の高齢者大腸癌に対する手術症例の検討 

学会名等 第 25 回日本消化器関連学会週間 

開 催 地 福岡 

 
 

発 表 日 2017/10/14 

演 者 名 谷口民樹、飯田修平 

演 題 名 主幹静脈洞閉塞髄膜腫におけるくも膜上剥離による架橋静脈温存の意義 

学会名等 日本脳神経外科学会第７６回学術総会 

開 催 地 名古屋 

  

発 表 日 2017/10/20 

演 者 名 
渡邊輝子、栗原直人、下田啓文、山田暢、松浦芳文、金内幸子、髙梨徹雄、平瀬陽子、上倉美幸、

小櫃紀子、岡部真希、小口美穂、飯田修平 

演 題 名 安全な化学療法に向けた多職種連携の取り組み 

学会名等 第 55 回日本癌治療学会学術集会 

開 催 地 横浜 

  

発 表 日 2017/10/20 

演 者 名 
細川恭佑、栗原直人、渡邊輝子、上倉美幸、小櫃紀子、金内幸子、岡部真希、小口美穂、飯田修

平,平瀬陽子 

演 題 名 乳癌術後骨転移再発に対してゾレドロン酸投与後両骨転子下骨折を認めた一症例 

学会名等 第 55 回日本癌治療学会学術集会 

開 催 地 横浜 
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発 表 日 2017/10/25 

演 者 名 阿部裕之、末貞香織、小林裕子、小谷野圭子 

演 題 名 当院における救急不応需削減への取り組み～院内救急プロジェクト発足および救急科立ち上げ～ 

学会名等 第 45 回日本救急医学会総会・学術集会 

開 催 地 大阪 

 
 

発 表 日 2017/11/03 

演 者 名 佐藤弘、岡部真希、青柳京子、前田江里奈、金内幸子 

演 題 名 院外処方箋臨床検査値表記による地域薬局との連携 

学会名等 第 27 回日本医療薬学会年会 

開 催 地 千葉 

 
 

発 表 日 2017/11/09 

演 者 名 福本桂資郎 

演 題 名 高齢者膀胱癌に対する Gemcitabine+Cisplatin 術前化学療法～長期成績と周術期合併症率の検証 

学会名等 第 69 回西日本泌尿器科学会総会 

開 催 地 大分 

 
 

発 表 日 2017/11/16 

演 者 名 金内幸子 

演 題 名 ポリファーマシー対策中小病院の取り組み：はじめの一歩 

学会名等 東京都病院薬剤師会 会員実務研究会 

開 催 地 東京都 

  

発 表 日 2017/11/18 

演 者 名 阿部哲晴、岡本安修、橘美登里、永田千香子、江黒理加、梅澤創一、中尾英一 

演 題 名 院内掲示の見直しを通して適切な情報発信を実現する 

学会名等 第 19 回フォーラム「医療の改善活動」全国大会 

開 催 地 松山 

  

発 表 日 2017/11/18 

演 者 名 Nozomi Hayakawa 

演 題 名 
The role of programmed cell death-1 positivity in tumor nest on clinical outcome in upper 

tract urothelial carcinoma patients treated with radical nephroureterectomy. 

学会名等 9th European Multidisciplinary Meeting on Urologcal Cancers 

開 催 地 spain 
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発 表 日 2017/11/19 

演 者 名 山崎勝巳、小口美穂、遊佐洋子、中里光宏、栗原真吾、西浦彩、中尾和城、松田英士、加藤晶子 

演 題 名 パニック値の運用に関する組織的取り組み 

学会名等 第 64 回日本臨床検査医学会 チーム医療シンポジウム 

開 催 地 京都 

 
 

発 表 日 2017/11/23 

演 者 名 栗原直人、細川恭佑、下田啓文、山田暢、松浦芳文、飯田修平 

演 題 名 高度進行再発消化器癌に対して外来治療、在宅療法を継続するため IVH 療法の有用性検討 

学会名等 第 79 回日本臨床外科学会総会 

開 催 地 東京 

 
 

発 表 日 2017/11/24 

演 者 名 細川恭佑、栗原直人、下田啓文、山田暢、松浦芳文、飯田修平 

演 題 名 正中弓状靭帯圧迫症候群に合併した前上膵十二指腸動脈瘤破裂による後腹膜出血をきたした症例 

学会名等 第 79 回日本臨床外科学会総会 

開 催 地 東京 

 
 

発 表 日 2017/11/25 

演 者 名 早川望、菊地栄次、福本桂資郎、松本一宏、大家基嗣 

演 題 名 CA125 高値がマーカーとして有用であった plasmacytoid like urothelial carcinoma の一例 

学会名等 第６７回日本泌尿器科学会中部総会 

開 催 地 大阪 

  

発 表 日 2017/11/29 

演 者 名 
栗原直人、小林裕子、小谷野圭子、金内幸子、細川恭介、下田啓文、山田暢、松浦芳文、柳川達

生、飯田修平 

演 題 名 術後創感染率の推移-IQIP 評価法による分析 

学会名等 第 1回アジア太平洋外科感染症学会 第 30 回日本外科感染症学会総会学術集会 

開 催 地 東京 

  

発 表 日 2017/11/30 

演 者 名 
Tatsuo Yanagawa,Shuhei Iida,Hirotaka Shimizu,Yoshihisa Suzuki,Masanobu Yumoto and 

Yoshinobu Sato 

演 題 名 
Fault Tree Analysis for Prevention of Medical Incidents Caused by Malfunctioning of 

Ventilators 

学会名等 Asia Pacific Symposium on Safety,2017 

開 催 地 Kitakyushu,Japan 
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発 表 日 2017/11/30 

演 者 名 細川恭佑、栗原直人、下田啓文、山田暢、松浦芳文、飯田修平 

演 題 名 Ｓ状結腸憩室穿孔に伴う炎症性変化が悪性ﾘﾝﾊﾟ腫と診断され術前に確定診断が困難であった症例 

学会名等 第 1回アジア太平洋外科感染症学会 

開 催 地 東京 

 
 

発 表 日 2017/12/9 

演 者 名 
細川恭佑、栗原直人、佐々木康裕、加藤昊、小林正敏、松田英士、下田啓文、山田暢、松浦芳文、

飯田修平 

演 題 名 H.pylori 除菌後に十二指腸潰瘍穿孔をきたした 1例 

学会名等 第 105 回日本消化器内視鏡学会 関東支部例会 

開 催 地 東京 

 
 

発 表 日 2018/2/2 

演 者 名 福本桂資郎 

演 題 名 
ＢＣＧ relapsing をきたした筋層非浸潤性膀胱癌における Programmed cell death-1 の発現の臨

床的意義 

学会名等 第 27 回泌尿器科分子・細胞研究会 

開 催 地 東京 

 
 

発 表 日 2018/02/10 

演 者 名 
田村美紀、髙橋敦子、越前谷奈央、金井説子、藤谷有希、斎藤由佳、細井麻衣、早川かほる、阿

部哲晴 

演 題 名 入院患者への災害時初動対応の体制を構築する 

学会名等 日本医療マネジメント学会第 18 回東京支部学術集会 

開 催 地 東京 

 
 

発 表 日 2018/3/16 

演 者 名 松多誠也 

演 題 名 鎖骨骨幹部骨折に烏口突起骨折を合併した 1 例… 

学会名等 第 58 回関東整形災害外科学会 

開 催 地 東京 
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発 表 日 2018/3/17 

演 者 名 谷口民樹 

演 題 名 嗅窩に接した文献上最も前方に位置する前交通動脈瘤 

学会名等 第 43 回日本脳卒中学会学術集会 

開 催 地 福岡 

 
 

発 表 日 2018/3/27 

演 者 名 早川望 

演 題 名 
Relationship between radiation doses and development of Erectile Dysfunction in patients 

treated with permanent prostate Brachytherapy for localized prestate cancer 

学会名等 World Meeting on Sexual Medicine 

開 催 地 ﾘｽﾎﾞﾝ 
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２．論文発表 

著  者  名 
伊藤万里子、加野象次郎、中川央充、菊池春人、柴田綾子、大田敦美、早川富夫、小川春代、
谷章江、武田裕子、小川博史、石橋みどり、山崎勝巳、村田満 

論  文  名 
"パニック値の設定と運用に関する施設間差の現状 
ー慶応義塾大学関連病院におけるアンケート調査の結果ー" 

掲 載 誌 名 臨床病理 

年：巻：ﾍﾟｰｼﾞ 2011：65：32-36 

 
 

著  者  名 飯田修平 

論  文  名 各科曼荼羅（Vol.73)外科医会 医療事故発生後の院内調査の在り方 

掲 載 誌 名 練馬区医師会だより 

年：巻：ﾍﾟｰｼﾞ 2012：35-39 

 
 

著  者  名 Katsuya Chinen 

論  文  名 Klebsiella pneumoniae liver abscess 

掲 載 誌 名 Journal of General and Family Medicine 

年：巻：ﾍﾟｰｼﾞ 2017：12：2017;18：466-467 

 
 

著  者  名 Tatsuo Yanagawa 

論  文  名 
Is an Increase in Serum Magnesium One of the Causes of Cardiovascular Events Reduction 
in the EMPA-REG OUTCOME Study? 

掲 載 誌 名 Journal of Clinical Medicine Research 

年：巻：ﾍﾟｰｼﾞ 2017：5：9(5) ：449-450 

 
 

著  者  名 金内幸子 

論  文  名 医療の質向上（MQI）活動の取り組み 

掲 載 誌 名 薬事新報 

年：巻：ﾍﾟｰｼﾞ 2017：第 3011 号：3 

 
 

著  者  名 藤田茂、永井庸次、飯田修平、関利一、大山雅樹、相原潤二、小谷野圭子、長谷川友紀 

論  文  名 
ビーコンとセンサーを用いた他計式タイムスタディに基づく重症度、医療・看護必要度の評
価 

掲 載 誌 名 日本医療マネジメント学会雑誌 

年：巻：ﾍﾟｰｼﾞ 2017：9：Vol18 No.2：61-66 
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著  者  名 金内幸子、医療安全委員会 

論  文  名 医療安全に向けた会員病院の取り組み（2） 

掲 載 誌 名 患者安全推進ジャーナル 

年：巻：ﾍﾟｰｼﾞ 2017：49：49-53 

 

著  者  名 飯田 修平 

論  文  名 総説 小特集：医療と安全工学 医療の安全確保―医療安全工学概論として― 

掲 載 誌 名 安全工学 

年：巻：ﾍﾟｰｼﾞ 2017：10：Vlo.56 No.5：320-329 

 

著  者  名 
田原 海、栗原 直人、松田 英士、佐々木 康裕、木村 裕子、大野 昌利、筒井 りな、松浦 芳
文、飯田 修平 

論  文  名 S 状結腸捻転症を繰り返した内臓逆位症の 1例 

掲 載 誌 名 Progress of Digestive Emdoscopy 

年：巻：ﾍﾟｰｼﾞ 2017：7：Vol.90 No.1：138-139 

 

著  者  名 岡本安修 

論  文  名 医療機関におけるデータ活用事例～日本医療ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ学会第１７回東京支部学術集会より～ 

掲 載 誌 名 月刊 保険診療 

年：巻：ﾍﾟｰｼﾞ 2017：11：1535：58-60 

 

著  者  名 飯田修平、小谷野圭子、永井庸次、長谷川友紀、藤田茂、森山洋 

論  文  名 院内医療事故調査の指針に関する問題特に医療事故調査制度対象事例の判断に関して―  

掲 載 誌 名 日本医療マネジメント学会雑誌 

年：巻：ﾍﾟｰｼﾞ 2017：5：18(1)：36-43 

 

著  者  名 藤田茂、飯田修平、永井庸次、嶋森好子、西澤寛俊、森山洋、長谷川友紀 

論  文  名 
病院の院内体制整備が重大な医療事故の経験、医療事故及びインシデント報告件数にもたら
す影響 一 2004 年、2011 年、2014 年、2015 年の全国調査を用いた縦断的研究一  

掲 載 誌 名 日本医療マネジメント学会雑誌 

年：巻：ﾍﾟｰｼﾞ 2017：12：18(3)：127-132 

 

著  者  名 飯田修平 

論  文  名 病院における総合的質経営（TQM）―医療の質向上（MQI）活動 21 年の経緯―  

掲 載 誌 名 日本クリニカルパス学会誌 

年：巻：ﾍﾟｰｼﾞ 2017：7：19（2）：162-167 
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著  者  名 飯田修平 

論  文  名 病院情報システムの開発・導入・更新の問題点と対策 一病院経営者の立場から 

掲 載 誌 名 新医療 

年：巻：ﾍﾟｰｼﾞ 2017：7：7月号：51-55 

 

著  者  名 
Kenichiro Takeshima, Yuji Nishiwaki, Yasunori Suda,Yasuo Niki,Yuiko Sato,Tami 
Kobayashi, Kana Miyamoto, Hisaya Uchida, Wataru Inokuchi, Takeshi Tsuji, Atsushi 
Funayama, Masaya Nakamura,Morio Matsumoto, Yoshiaki Toyama,& Takeshi Miyamoto 

論  文  名 
A missense single nucleotide polymorphism in the ALDH2 gene, rs671,is associated with 
hip fracture 

掲 載 誌 名 Nature/ Scientific Reports 

年：巻：ﾍﾟｰｼﾞ 2017 ：7-428：1-10 

 

３．発行書籍 

著  者  名 飯田修平、小谷野圭子、金内幸子、鈴木真由美 

書  籍  名 院内医療事故調査制度の考え方と進め方―適切な判断と委員会運営のために― 

出 版 社 名 医学書院 

判型／ページ数 B5 版 120 頁 

発 行 年 月 2017. 4 

 

著  者  名 飯田修平 

書  籍  名 業務フロー図を用いた薬剤業務の質保証―入院注射業務の比較・検討― 

出 版 社 名 篠原出版 

判型／ページ数 A4 版 112 頁 

発 行 年 月 2017.6 

 

著  者  名 飯田修平 

書  籍  名 業務フロー図を用いた手術室業務の質保証―腹腔鏡下胆嚢摘出術の安全確保― 

出 版 社 名 篠原出版 

判型／ページ数 A4 版 88 頁 

発 行 年 月 2017.6 
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著  者  名 飯田修平 

書  籍  名 医療・介護における個人情報保護Ｑ＆Ａ 改正法の正しい理解と適切な判断のために 

出 版 社 名 じほう 

判型／ページ数 B5 版 184 頁 

発 行 年 月 2017.9 

 

著  者  名 飯田修平、長谷川友紀、永井庸次、瀬戸加奈子、森山洋、藤田茂、小谷野圭子、金内幸子 

書  籍  名 シリーズ医療安全の考え方と手法 4 特性要因図作成の基礎知識と活用事例[演習問題付] 

出 版 社 名 日本規格協会 

判型／ページ数 B5 版 124 頁 

発 行 年 月 2018.2 

 

 

著  者  名 飯田修平 

書  籍  名 
Vol6.1 病院長が中堅管理職に望むリーダーの心構えとは？Ⅲ 中堅管理職は他職員の手本
たれ 

出 版 社 名 日本医学出版 

判型／ページ数 B5 版 92 頁 

発 行 年 月 2017.6 


